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研究成果の概要（和文）：本研究では、バイオロギングを用いたニホンウナギの摂餌イベント検出法の開発、バ
イオテレメトリーと胃内容物分析を用いた汽水湖（神西湖）におけるウナギの活動特性・行動特性・食性の検討
を行った。その結果、摂餌後に体温が上昇する場合も認められたが、安定した結果は得られず、現状では体温の
上昇のみからでは摂餌活動を確実に検出することは困難であると考えられた。また、黄ウナギの活動は光と密接
な関係があること、本湖に生息するウナギの主要な餌生物はシジミ類とゴカイ類であり、これらが主に生息する
湖岸付近にウナギは主に分布していることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study tried to develop a method to detect feeding events of yellow 
phase Japanese eels using bio-logging, and investigated activities, behaviors and food habits of 
yellow eels in the brackish-water lake (Lake Jinzai) using biotelemetry and stomach content 
analysis. Results showed that feeding events of eels could not be detected by increase in body 
temperature in the peritoneal cavity after feeding. Moreover, activities of yellow eels closely 
associated with the light density. The core areas of the tagged eels were restricted to the 
proximity of the shore areas, probably because their principal prey organisms mainly inhabited 
there.

研究分野： 魚類生態学

キーワード： ニホンウナギ　摂餌生態　バイオロギング　バイオテレメトリー　汽水域　保全

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
激減するニホンウナギ資源を保全するため
には、乱獲に対して適切な漁獲を行うとと
もに、成長期を過ごす河川の生息環境を修
復・保全することが重要である。河川環境
を保全・修復するためには、成長期にあた
る黄ウナギの活動特性、行動範囲、摂餌と
いった生態情報を蓄積するとともに、保全
の指針となる好適な生息環境について理解
することが重要である。特に、摂餌生態に
関する情報は、動物の保全上欠かせない重
要な知見である。 
 黄ウナギの好適な生息環境を理解するた
めには、摂餌場所や頻度、摂取エネルギー
を生息環境毎に正確に推定することが必要
である。魚類の摂餌に関する既往研究では、
胃内容物と炭素窒素安定同位体比の分析が
主に用いられてきた。これらの方法では、
大まかな水域・時刻における、黄ウナギの
集団としての平均的な摂餌を推定すること
に留まり、個体毎のピンポイントでの摂餌
場所・頻度、摂取エネルギーを連続的かつ
正確に捉えることは困難であった。 
 近年、魚類の腹腔内温度のデータから摂
餌イベントを推定する研究が行われている。
この手法は、摂餌の際の消化過程で生じる
体温上昇を検出することで摂餌イベントを
推定するものであり、これまで環境水より
も高い体温を持つマグロやカツオ類を中心
に研究が進められてきた。研究開始前の予
備実験から、ニホンウナギにおいても摂餌
後に体温が上昇することを確認した。その
ため、詳細に実験を行うことでウナギの新
たな摂餌イベントの検出法を確立すること
ができるものと考えた。 
 一方で、ニホンウナギの黄ウナギの活動
特性や行動範囲については、これまでバイ
オテレメトリーを用いた研究によって淡水
域においてのみ実施されてきたため、汽水
域においては不明な点が多い。汽水域は、
人口の集中から人間活動の影響を強く受け
るため、汽水域における黄ウナギの行動特
性を理解することは重要である。加えて、
淡水域の研究から夜行性であると考えられ
ている本種の活動は光と密接な関係がある
と想定され、照度と黄ウナギの活動との関
係を正確に把握することが昼夜の活動をさ
らに理解する上で不可欠である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、飼育実験によって、ニホンウ
ナギの摂餌後の体温変化を観察し、その上
昇から摂餌イベントが推定できるどうか検
討した。また、汽水湖におけるウナギの活
動・行動特性について明らかにする目的で、
島根県出雲市の神西湖においてバイオテレ
メトリー実験を行った。さらに、同湖にお
けるウナギの食性を検討するため、採集調
査によって得られた個体を用いて胃内容物
分析を行った。 

 
３．研究の方法 
飼育実験：2016-17 年の 2 年間にわたり、主
に鹿児島県の河川から採集した黄ウナギ 10
個体の腹腔内に小型記録計（LOTEK 社製、
Canada、アーカイバルタグ、 LATl400）を
麻酔下で腹腔内に装着し、室内水槽におい
て飼育した。手術後馴致のため 2 週間を開
けた後、給餌を開始し、給餌後の腹腔内の
体温変化を繰り返し観察した。なお、餌は
金魚を与えた。 
 
バイオテレメトリー：2017 年 8 月から 11
月にかけて、島根県出雲市の神西湖におい
てバイオテレメトリー実験を行った。神西
湖は約 1km の差海川によって日本海と繋が
った、周囲長 5.3 km、面積 1.14 km2の小さ
な汽水湖である。超音波受信機（Vemco 社
製、Canada、VR2W および VR2T）を計 15
台湖内に設置した。湖内において、漁業者
によって定置網で採集された黄ウナギ計 10
個体を実験に供した。実験個体に麻酔下で
超音波発信機（Vemco 社製、Canada、
V9T-1H）を腹腔内に装着した。その後、実
験個体が十分に回復したことを確認し、
2017 年 8 月上旬に放流した。また、照度計
を 3 台湖底付近に設置し、光量子密度を計
測した。2017 年 11 月上旬に受信機よりデ
ータを回収し、VPS（Vemco Positioning 
System、Vemco 社、 Canada）によって水平
位置を解析した。 
 
胃内容物調査：2016 年の初夏から秋季にか
けて、同湖において定置網によってニホン
ウナギを採集した。採集した個体は直ちに
冷凍し、後日解凍して胃内容物調査を行い、
本湖に生息するウナギの食性について検討
した。  
 
４．研究成果 
飼育実験の結果、腹腔内にアーカイバルタ
グを装着した個体に給餌したところ、摂餌
後に体温が上昇する場合も認められたが、
摂餌後に体温が上昇しない場合や、摂餌後
に体温が上昇しない個体も観察され、安定
した結果は得られなかった。そのため、現
状では、体温の上昇のみからでは摂餌活動
を確実に検出することは困難であると考え
られた。今後は、適切なタグの装着位置を
再検討するとともに加速度等のデータも使
用して検出法を確立する必要があるものと
考えられる。 
 
 バイオテレメトリー実験の結果、黄ウナ
ギの検出された水平位置数（プロット数）
は昼間に比べて夜間で有意に高く、約 97％
が夜間に検出されたものであった（図１）。
また、調査期間内の合計移動距離、最大移
動距離についても昼間に比べて夜間の方が
有意に長く（図２）、汽水域に生息する黄



ウナギも淡水域に生息する個体と同様、夜
行性を示した。僅かながら昼間にも活動が
見られたため、黄ウナギのプロットが昼間
に検出された日と検出されなかった日の昼
間の光量子密度を比較したところ、昼間に
検出された日の方が低かった。すなわち、
黄ウナギの昼間に検出された活動は通常よ
りも暗い日に起こっていた。また、黄ウナ
ギの活動の有無は光量子密度と密接な関係
を示し、活動が検出される確率は光量子密
度の増加とともに低下した（図３）。以上
より、黄ウナギの活動は光と密接な関係が
あることが確認され、僅かな光の違いで活
動が変化する可能性が示唆された。 

図１昼夜の黄ウナギの検出されたプロット 
灰色のエリアは夜間を示す。番号は個体番
号を示す。  

図２ 昼夜の黄ウナギの合計移動距離（k
と最大移動距離のヒストグラム 

図３ 活動に対する光量子密度の効果 
 
 
 黄ウナギのホームレンジは湖岸から沖合
に向かって広がっている一方で、コアエリ
アは湖岸付近に集中した。ホームレンジは
0.295±0.291 km2（平均±標準偏差）、コア
エリアは 0.042±0.043 km2、最大移動距離は
1295±310 m であった（図４）。これらの値
は、利根川水系淡水域で報告されている値
と比較して高かった。 
 

図４ カーネル密度によって推定した各個
体のホームレンジ（95%KUD）とコアエリ
ア（50%KUD） 
 
 胃内容物分析の結果、40%の個体から胃
内容物が検出された。胃内容物が消化等の
理由によって不明であった個体を除くと、
各餌の出現率はヤマトシジミが 41%、ゴカ
イ類が 33%、魚類が 22%、その他の貝類が
4%であった。 本湖で採集されたウナギの
胃内容物の 74%を占めたヤマトシジミとゴ
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カイ類は湖岸から数十 m 付近に主に生息し
ており、このことが、黄ウナギが湖岸付近
を分布の中心としている一因かもしれない。 
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